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ま・ち・の・わ・だ・い

②

　

６
月
30
日
〜
７
月
21
日
の
期
間
に
、
熊
毛

地
区
１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
第
65

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
選

手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、西
之
表
市
は
、

13
種
目
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。な
か
で
も
、

卓
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

３
競
技
は
男
女
共
に
優
勝
す
る
快
挙
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
努
力
を
重
ね
、

精
一
杯
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、
審
判

団
及
び
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各

団
体
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

競技別成績（西之表市）
競 技 種 目 順位
陸上 1位

バレーボール 男子 1位
女子 3位

卓球 男子 1位
女子 1位

ソフトテニス 男子 1位
女子 2位

相撲 青年 3位
一般 1位

柔道 2位
剣道 2位
弓道 2位

ゲートボール 4位
サッカー 2位
軟式野球 3位

ソフトボール 男子 1位
女子 1位

バドミントン 男子 1位
女子 1位

テニス 男子 1位
女子 3位

グラウンド・ゴルフ 1位
ゴルフ 1位
バスケットボール 男子 3位

第
65
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

熊
毛
地
区
大
会

市政の窓 2024.9 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

長浜市長浜市

第 34回長浜市・西之表市少年スポーツ交流
　8月 2日（金）から 8月 5日（月）の 3泊 4日で、本市と友好都市盟約を
結んでいる滋賀県長浜市スポーツ少年団員の子どもたち8名と引率者4名が種
子島を訪れ、本市団員と交流しました。
　これは、相互の交流を深めるとともに、青少年の健全な育成と両市の発展に
役立てることを目的として、隔年で、長浜市（冬）と本市（夏）をそれぞれの
団員が訪れ、ホームステイを行いながら交流しているものです。
　３泊４日という限られた日程の中で、マングローブカヤックや宇宙センター
の見学などの島内観光を行い、浦田海水浴場での海水浴や鉄砲館の見学などで
交流を深めながら、夏の種子島を満喫しました。

　

７
月
28
日
（
日
）、
中
種
子
町
陸
上
競
技
場
で
、

第
30
回
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
市
消
防
団
代
表
の
榕
城
分
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
の
両
部
門
で
優
勝
を
飾

り
、
８
月
30
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
県

消
防
操
法
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
に
よ
る
両
部
門
で
の
優
勝
は
、
平
成

12
年
の
大
会
以
来
、
24
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
12
年
以
降
で
は
、
平
成
18
年
に
中
割

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
、
県
操
法
大

会
で
９
位
。
平
成
22
年
に
榕
城
分
団
が
同
部
で
優

勝
し
ま
し
た
が
、
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
県
操
法

大
会
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
訓
練
を
耐
え
抜
い
て
き
た
出
場
選
手
へ

の
ご
声
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

24 年ぶりの快挙！第 30回熊毛支部消防操法大会

榕城分団の皆さん榕城分団の皆さん

西之表市西之表市

市政の窓2024..9 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

８
月
５
日
（
月
）、
種
子
島
中
学
校
柔

　

８
月
５
日
（
月
）、
種
子
島
中
学
校
柔

道
部
の
生
徒
５
名
が
市
役
所
を
訪
れ
、

道
部
の
生
徒
５
名
が
市
役
所
を
訪
れ
、

第第
3535
回
九
州
中
学
校
柔
道
競
技
大
会
へ

回
九
州
中
学
校
柔
道
競
技
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

の
出
場
を
決
め
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
中
学
校
総
合

　

令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
団
体
戦
に
お

体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
団
体
戦
に
お

い
て
、
種
子
島
中
学
校
柔
道
部
が
準
優

い
て
、
種
子
島
中
学
校
柔
道
部
が
準
優

勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
団
体
戦
で
大
将
を
務
め
る
橋
元
結

た
。
団
体
戦
で
大
将
を
務
め
る
橋
元
結

菜
さ
ん
は
「
九
州
大
会
出
場
を
目
標
に
、

菜
さ
ん
は
「
九
州
大
会
出
場
を
目
標
に
、

自
分
た
ち
の
や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命

自
分
た
ち
の
や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
て
き
た
。
九
州
大
会
で
も
勝

に
頑
張
っ
て
き
た
。
九
州
大
会
で
も
勝

ち
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ち
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
35
回
九
州
中
学
校
柔
道
競
技
大

会
へ
（
種
子
島
中
）

　

７
月
４
日
（
木
）、
安
納
小
学
校
で
芸

　

７
月
４
日
（
木
）、
安
納
小
学
校
で
芸

術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
、
安
納
小
学
校
の

術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
、
安
納
小
学
校
の

児
童
と
安
納
双
葉
保
育
園
の
園
児
が
鑑

児
童
と
安
納
双
葉
保
育
園
の
園
児
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、

　

こ
れ
は
、
N
P
O

N
P
O
法
人
か
ご
し
ま
子

法
人
か
ご
し
ま
子

ど
も
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
第

ど
も
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
第

４
回
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

４
回
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
小
規
模
小
学
校
芸
術
体
験
支
援
事
業
」

る
小
規
模
小
学
校
芸
術
体
験
支
援
事
業
」

に
よ
る
も
の
で
、
人
形
劇
団
京
芸
の
２

に
よ
る
も
の
で
、
人
形
劇
団
京
芸
の
２

名
が
来
島
し
、
人
形
劇
を
演
じ
ま
し
た
。

名
が
来
島
し
、
人
形
劇
を
演
じ
ま
し
た
。

　

２
名
で
演
じ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

　

２
名
で
演
じ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

迫
力
満
点
の
人
形
劇
に
、
園
児
も
児
童

迫
力
満
点
の
人
形
劇
に
、
園
児
も
児
童

も
食
い
入
る
よ
う
に
鑑
賞
し
、
上
演
後

も
食
い
入
る
よ
う
に
鑑
賞
し
、
上
演
後

に
は
舞
台
裏
の
見
学
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
は
舞
台
裏
の
見
学
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
術
鑑
賞
会
（
安
納
小
・
安
納
双
葉
保
育
園
）

　

８
月

　

８
月
１１
日
（
木
）、
種
子
島
空
手
倶
楽

日
（
木
）、
種
子
島
空
手
倶
楽

部
に
所
属
す
る
児
童
６
名
が
市
役
所
を

部
に
所
属
す
る
児
童
６
名
が
市
役
所
を

訪
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
報
告
し

訪
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
報
告
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

【
第
【
第
5858
回
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
】

回
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
】

《
形
の
部
》

《
形
の
部
》

（
小
学
１
年
男
子
）
２
位　

野
田

（
小
学
１
年
男
子
）
２
位　

野
田  

明明

（
小
学
２
年
男
子
）
１
位　

濵
脇

（
小
学
２
年
男
子
）
１
位　

濵
脇  

宗
佑
宗
佑

（
小
学
３
年
男
子
）
２
位　

荒
木

（
小
学
３
年
男
子
）
２
位　

荒
木  

岳岳

（
小
学
１
年
女
子
）
２
位　

水
口

（
小
学
１
年
女
子
）
２
位　

水
口  

心
香
都

心
香
都

（
小
学
２
年
女
子
）
１
位　

森
田

（
小
学
２
年
女
子
）
１
位　

森
田  

美
苺
美
苺

（
小
学
４
年
女
子
）
２
位　

森
田

（
小
学
４
年
女
子
）
２
位　

森
田  

優
美
優
美

《
組
手
の
部
》

《
組
手
の
部
》

（
小
学
３
年
男
子
）
１
位　

荒
木

（
小
学
３
年
男
子
）
１
位　

荒
木  

岳岳

ち
び
っ
こ
空
手
家
た
ち
が
全
国
大
会
へ
（
種
子
島
空
手
倶
楽
部
）

ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
が
全
国
・
九
州

大
会
へ
（
西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ
）
　

７
月
２
日
（
火
）、
西
ノ
海
相
撲
ク
ラ

７
月
２
日
（
火
）、
西
ノ
海
相
撲
ク
ラ

ブ
に
所
属
す
る
児
童
４
名
が
市
役
所
を

ブ
に
所
属
す
る
児
童
４
名
が
市
役
所
を

訪
れ
、
九
州
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

訪
れ
、
九
州
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

報
告
し
ま
し
た
。

【
鹿
児
島
県
下
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
兼

【
鹿
児
島
県
下
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
兼

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
予
選
会
】

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
予
選
会
】

《
団
体
戦
》
優
勝　

西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ

《
団
体
戦
》
優
勝　

西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ

《
個
人
戦
》

《
個
人
戦
》

（
小
学
５
年
）
優
勝　

大
﨑

（
小
学
５
年
）
優
勝　

大
﨑  

一
轟
一
轟

（
小
学
６
年
）
優
勝　

種
子
田

（
小
学
６
年
）
優
勝　

種
子
田  

泰
樹
泰
樹

【
第
【
第
5151
回
県
小
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
】

回
県
小
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
】

《
個
人
戦
》

《
個
人
戦
》

（
小
学
３
年
）
４
位　

山
内

（
小
学
３
年
）
４
位　

山
内  

恭
汰
恭
汰

（
小
学
５
年
女
子
）
３
位　

石
元

（
小
学
５
年
女
子
）
３
位　

石
元  

陽
向
陽
向

（
小
学
５
年
）
３
位　

大
﨑

（
小
学
５
年
）
３
位　

大
﨑  

一
轟
一
轟

（
小
学
６
年
）
３
位　

種
子
田

（
小
学
６
年
）
３
位　

種
子
田  

泰
樹
泰
樹

▲左から大﨑一轟さん、種子田泰樹さん、
石元陽向さん、山内恭汰さん

▲前列左から水口心香都さん、森田優美さん、森田
美苺さん、野田明さん、濵脇宗佑さん、荒木岳さん

市政の窓 2024.9 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

７
月

　

７
月
1919
日
（
金
）、
西
之
表
幼
稚
園
が

日
（
金
）、
西
之
表
幼
稚
園
が

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
在
園
児
と

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
在
園
児
と

卒
園
児
が
幼
稚
園
に
集
い
、
１
０
０
歳

卒
園
児
が
幼
稚
園
に
集
い
、
１
０
０
歳

の
お
誕
生
日
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

の
お
誕
生
日
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
誕
生
日
ケ
ー
キ
で
盛
大
に
お

　

大
き
な
誕
生
日
ケ
ー
キ
で
盛
大
に
お

祝
い
を
し
た
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祝
い
を
し
た
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
（
日
）
に
は
、
ホ

　

ま
た
、
８
月
４
日
（
日
）
に
は
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
式
典
と
祝
賀

テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
式
典
と
祝
賀

会
も
開
催
さ
れ
、
在
園
児
と
学
童
に
よ

会
も
開
催
さ
れ
、
在
園
児
と
学
童
に
よ

る
華
や
か
な
合
奏
や
可
愛
ら
し
い
ダ
ン

る
華
や
か
な
合
奏
や
可
愛
ら
し
い
ダ
ン

ス
も
披
露
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
長

ス
も
披
露
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
長

い
歴
史
を
振
り
返
る
映
像
も
流
れ
、
そ

い
歴
史
を
振
り
返
る
映
像
も
流
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
新
た
な

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
新
た
な

１
０
１
年
を
紡
い
で
い
く
機
会
と
な
り

１
０
１
年
を
紡
い
で
い
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

西
之
表
幼
稚
園  

創
立
１
０
０
周
年

本
城
サ
ツ
キ
さ
ん
、
橋
口
ツ
キ
子
さ
ん

　
　
　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲橋口 ツキ子さん（前列左） ▲本城 サツキさん（左から 2番目）
　

サ
ツ
キ
さ
ん
は
、
現
和
で
お
生
ま
れ

サ
ツ
キ
さ
ん
は
、
現
和
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
結
婚
後
、
子
育
て
を
し
な
が

に
な
り
、
結
婚
後
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
家
庭
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
滑
稽
な

ら
家
庭
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
滑
稽
な

こ
と
を
し
て
、
人
を
笑
わ
せ
る
の
が
好

こ
と
を
し
て
、
人
を
笑
わ
せ
る
の
が
好

き
だ
と
い
う
サ
ツ
キ
さ
ん
。
現
在
、
現

き
だ
と
い
う
サ
ツ
キ
さ
ん
。
現
在
、
現

和
苑
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
入
所
者
の

和
苑
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
入
所
者
の

方
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し

方
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、「
何

　

元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、「
何

事
も
く
よ
く
よ
せ
ず
に
強
く
生
き
る
こ

事
も
く
よ
く
よ
せ
ず
に
強
く
生
き
る
こ

と
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

と
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
城 

サ
ツ
キ
さ
ん

〈
大
正
13
年
７
月
10
日
生
ま
れ
〉

　

ツ
キ
子
さ
ん
は
、
安
納
で
お
生
ま
れ
に

な
り
、
結
婚
後
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
農

業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
明
る
く
活
発
な

方
で
、
と
て
も
お
元
気
な
ツ
キ
子
さ
ん
。

自
宅
に
住
ん
で
お
り
、
料
理
や
洗
濯
、
買

い
物
、
庭
の
草
取
り
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

ご
自
分
で
こ
な
し
、
テ
レ
ビ
で
政
治
の

ニ
ュ
ー
ス
も
観
る
そ
う
で
す
。
ツ
キ
子
さ

ん
は
、「
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
が
元
気

の
秘
訣
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

橋
口 

ツ
キ
子
さ
ん

〈
大
正
13
年
７
月
12
日
生
ま
れ
〉

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に

　
　
　
　
　
　

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

８
月

　

８
月
７７
日
（
水
）、
市
役
所
で
、
第

日
（
水
）、
市
役
所
で
、
第
1515

回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会（
離

回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会（
離

島
甲
子
園
）
に
出
場
す
る
種
子
島
中
学

島
甲
子
園
）
に
出
場
す
る
種
子
島
中
学

校
野
球
部
の
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

校
野
球
部
の
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
８
月

同
大
会
は
、
８
月
1919
日
か
ら
５
日
間
、

日
か
ら
５
日
間
、

長
崎
県
壱
岐
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

長
崎
県
壱
岐
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
校
野
球
部
主
将
の
深
田
柊
斗
さ
ん

　

同
校
野
球
部
主
将
の
深
田
柊
斗
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
練
習
の
成
果
を
十
分
に

（
３
年
）
は
、「
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
全
員
で
勝
利
を
目
指
し
た
い
」

発
揮
し
、
全
員
で
勝
利
を
目
指
し
た
い
」

と
力
強
い
決
意
表
明
を
行
い
、
激
励
会

と
力
強
い
決
意
表
明
を
行
い
、
激
励
会

に
参
加
し
た
職
員
が
選
手
た
ち
を
拍
手

に
参
加
し
た
職
員
が
選
手
た
ち
を
拍
手

で
送
り
出
し
ま
し
た
。

で
送
り
出
し
ま
し
た
。

離
島
甲
子
園
激
励
会
で
エ
ー
ル

（
種
子
島
中
学
校
）

⑤ 市政の窓2024..9 月号



ま・ち・の・わ・だ・い
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７
月
下
旬
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、

　

７
月
下
旬
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、

館
長
と
学
ぼ
う
「
自
由
研
究
の
仕
方
講

館
長
と
学
ぼ
う
「
自
由
研
究
の
仕
方
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　　

2020
日
（
土
）
は
「
植
物
標
本
製
作
」、

日
（
土
）
は
「
植
物
標
本
製
作
」、

2525
日
（
木
）
は
「
貝
標
本
製
作
」、

日
（
木
）
は
「
貝
標
本
製
作
」、
2727
日日

（
土
）
は
「
昆
虫
標
本
製
作
」
に
つ
い
て

（
土
）
は
「
昆
虫
標
本
製
作
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
観
察
・
実
験
・
工
作
の
各
分

　

ま
ず
、
観
察
・
実
験
・
工
作
の
各
分

野
ご
と
の
自
由
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

野
ご
と
の
自
由
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
た
上
で
、
理
科
研
究
記
録
の
ま
と

さ
え
た
上
で
、
理
科
研
究
記
録
の
ま
と

め
方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
標
本

め
方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
標
本

製
作
実
習
で
は
、
採
集
時
の
注
意
事
項

製
作
実
習
で
は
、
採
集
時
の
注
意
事
項

（
危
険
生
物
の
理
解
や
服
装
な
ど
）
や
採

（
危
険
生
物
の
理
解
や
服
装
な
ど
）
や
採

集
の
仕
方
を
確
認
し
た
上
で
、
採
集
し

集
の
仕
方
を
確
認
し
た
上
で
、
採
集
し

た
も
の
の
処
理
の
し
方
、
標
本
の
作
り

た
も
の
の
処
理
の
し
方
、
標
本
の
作
り

方
、
標
本
箱
の
整
理
の
仕
方
な
ど
、
実

方
、
標
本
箱
の
整
理
の
仕
方
な
ど
、
実

際
の
標
本
製
作
の
進
め
方
を
学
習
し
ま

際
の
標
本
製
作
の
進
め
方
を
学
習
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

講
座
を
企
画
し
た
市
立
図
書
館
の
小

　

講
座
を
企
画
し
た
市
立
図
書
館
の
小

山
田
一
郎
館
長
は
、「
初
め
て
の
試
み
で

山
田
一
郎
館
長
は
、「
初
め
て
の
試
み
で

不
安
だ
っ
た
が
、
受
講
生
の
真
剣
さ
と

不
安
だ
っ
た
が
、
受
講
生
の
真
剣
さ
と

目
の
輝
き
を
見
た
と
き
、
実
施
し
て
良

目
の
輝
き
を
見
た
と
き
、
実
施
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
。
ど
ん
な
研
究
記
録

か
っ
た
と
思
っ
た
。
ど
ん
な
研
究
記
録

や
標
本
が
こ
の
夏
誕
生
す
る
の
か
、
と

や
標
本
が
こ
の
夏
誕
生
す
る
の
か
、
と

て
も
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
も
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

図
書
館
長
と
学
ぼ
う
「
自
由
研
究
の

仕
方
講
座
」
を
開
催

　

市
立
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
土
曜

　

市
立
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
土
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
幼
児
や
低
学
年

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
幼
児
や
低
学
年

を
対
象
に
し
た
親
子
読
書
会
を
開
催

を
対
象
に
し
た
親
子
読
書
会
を
開
催

し
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

し
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と
ん
」（
代

「
お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と
ん
」（
代

表
：
髙
野
の
り
子
さ
ん
）
に
よ
る
絵
本

表
：
髙
野
の
り
子
さ
ん
）
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
読
み
聞
か
せ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月

　

８
月
1010
日
（
土
）
に
開
催
し
た
親
子

日
（
土
）
に
開
催
し
た
親
子

読
書
会
で
は
、「
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル

読
書
会
で
は
、「
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
養
成
講
座
」
に
参
加
し
た
提

ジ
ュ
養
成
講
座
」
に
参
加
し
た
提  

陽陽

向
さ
ん
（
種
子
島
中
３
年
）
が
、
新
た

向
さ
ん
（
種
子
島
中
３
年
）
が
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
話
し
手

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
話
し
手

と
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

と
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
が
大
好
き
で
、
将
来
の
夢
は
【
図

　

本
が
大
好
き
で
、
将
来
の
夢
は
【
図

書
館
の
司
書
】
と
語
る
提
さ
ん
は
「
た

書
館
の
司
書
】
と
語
る
提
さ
ん
は
「
た

く
さ
ん
の
人
の
前
で
読
み
聞
か
せ
を

く
さ
ん
の
人
の
前
で
読
み
聞
か
せ
を

す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
緊
張

す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
緊
張

し
た
が
、
後
半
は
大
き
な
声
で
読
め
た

し
た
が
、
後
半
は
大
き
な
声
で
読
め
た

し
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま

し
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
に
も
、
８
月
の

　

読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
に
も
、
８
月
の

行
事
や
季
節
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
や

行
事
や
季
節
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
や

う
た
あ
そ
び
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
子

う
た
あ
そ
び
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

親
子
読
書
会
（
お
は
な
し
の
と
び

ら
と
ん
と
ん
）

▲堤 陽向さんの読み聞かせの様子

市政の窓 2024.9 月号
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ビーチクリーンアップを実施！
多くの市民の皆様に、ご参加いただきました！
　７月 15日の「海の日」に合わせ、市では「ビーチクリーンアップ」を実施し
ました。総勢 356名の市民の皆様に参加いただき、総量 3,190 ㎏ものごみを回
収しました。
　以前までは、「市民一斉海岸清掃」として、市内全域を実施場所としていまし
たが、岩場等、危険な場所もあったため、前回から安全面に配慮し、市民の皆様
が安心して参加できるような安全な場所を選定し、実施しました。
　ビーチクリーンアップを通じて、ごみに対する考え方や自然を守ることの大切
さを学び、また、ふるさとの綺麗な海への愛着を深め、地域の観光資源としての
魅力を高めていくことを目指しましょう。
　ご参加いただいた市民の皆様、誠にありがとうございました。

　「長寿を祝う会」は、88歳を迎えられた方々が一堂に集い、相互の親睦を深め自らの健康づくりや生
きがいづくりに役立てようという趣旨のもと平成 27年度から開催されています。
　対象者となる皆様には既に通知をしていますが、御家族・親戚等関係者の皆様だけでなく、お祝いし
たいという皆様のご来場もお待ちしています。
【日時】９月 13日（金）午後１時～午後 3時（予定）
【会場】市民会館１階大ホール
【対象者】満 88歳の方（昭和 10年 10月 1日～昭和 11年９月 30日生）及びその関係者等
【受給資格】９月１日現在で本市に 1年以上住所を有する方で、同月 30日現在で満 88歳の方。
【内容】市長より祝い金の贈呈、余興（津軽三味線演奏、寸劇、綾小路きみまろのお笑いＤＶＤ上映）等

「長寿を祝う会」を開催します「長寿を祝う会」を開催します

《敬老金支給事業について》
　西之表市では高齢者の長寿を祝福し、敬老の意を表するため、敬老金を贈呈しています。
〇令和 6年度内に満 100歳になる方
　誕生日に市長が対象者宅等を訪問し、祝い金を贈呈します。
〇令和 6年９月 30日時点で満 101歳以上の方
　本年度は、９月17日に市長、市議会議長、社会福祉協議会長が対象者宅等を訪問し、祝い金を贈呈する予
定です。

■問合せ先■問合せ先
　市役所高齢者支援課高齢者支援係　☎ 22-1111（内線 330）　市役所高齢者支援課高齢者支援係　☎ 22-1111（内線 330）

市政の窓2024.9 月号



⑧

※緊急の場合は道路管理者が通行の支障となっている木や竹を了解なく伐採・撤去することがあります。
※せん定・伐採作業時には、歩行者、通行車両の安全確保をお願いします。
※電線や電話線がある場合は、事前に電気事業者または通信事業者にご相談ください。
※所有者で対応できない場合は、専門業者に依頼するか下記の道路管理者にご相談ください。

■問合せ先■問合せ先
　《国道・県道》熊毛支庁建設課道路維持係　☎ 22‐1861　《国道・県道》熊毛支庁建設課道路維持係　☎ 22‐1861
　《市道》市役所建設課土木係　☎ 22‐1111（内線 241）　《市道》市役所建設課土木係　☎ 22‐1111（内線 241）
　《農道》市役所農林水産課農業土木係　☎ 22-1111（内線 267）　《農道》市役所農林水産課農業土木係　☎ 22-1111（内線 267）

樹木が道路上に張り出している

　毎年、広報誌でお知らせしていますが、ここ数年大型バスや大型トラック運搬車（農作物・家畜等）で、
走行時に道路に張り出した木枝に接触し、車両破損した事例が発生しており、運転者の方々より伐採要望
が多数寄せられています。
　私有地から張り出している木や竹は土地所有者の方に所有権があるため、道路管理者でせん定・伐採が
できません。
　木や竹の倒木等により自動車や歩行者等に損害が発生した場合、所有者が管理責任を問われることもあ
りますので、木や竹の適切な管理をお願いします。（自然災害時除く）

道路に張り出した木枝により大型車の通行に
支障を来しています！！

【支障となる範囲】
　道路を安全に通行するため、一
定の幅、一定の高さの範囲内に通
行の障害となるものを設けてはな
らない区域として建築限界が定め
られています。
　建築限界に張り出した木や竹等
の伐採にご協力をお願いします。

境界 境界
越境部

通行障害部

建築限界
2.5m

建築限界
4.5m

歩道 車道

道路沿いの土地所有者の皆さまへ

市政の窓 2024.9 月号
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建築工事や解体工事を行う場合建築工事や解体工事を行う場合  建築確認申請建築確認申請やや各種届出各種届出が必要ですが必要です
　建築物建築物を建築（新築・増築・改築・移転）、又は用途の変更をしようとする場合は、建築基準法などの関
係規定に基づいて、工事の前に「建築確認申請」や「建築工事届」の提出が必要です。

工事の種類 規範の基準 提出書類 提出先

建築物の解体工事
床面積の合計：10㎡を超えるもの 建築物除却届 市役所建設課

建築住宅係

床面積の合計：80㎡以上

建設リサイクル法
による届出書

熊毛支庁建設課
技術調整係

建築物の新築・増築工事 床面積の合計：500㎡以上

建築物の修繕・模様替
（リフォーム等） 請負代金の額：１億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事等） 請負代金の額：500万円以上

建築物除去届・建設リサイクル法による届出書について
　建築物等の解体工事等を行う場合は、工事をする前に建築物除却届や建設リサイクル法による届出書の
提出が必要です。

■問合せ先■問合せ先
《建築確認申請・建築工事届・建築物除去届に関すること》《建築確認申請・建築工事届・建築物除去届に関すること》
　市役所建設課建築住宅係　☎ 22-1111（内線 238）　市役所建設課建築住宅係　☎ 22-1111（内線 238）
　熊毛支庁建設課建築係　☎ 22‐1867　熊毛支庁建設課建築係　☎ 22‐1867

《建設リサイクル法に関する届出書に関すること》《建設リサイクル法に関する届出書に関すること》
　熊毛支庁建設課技術調整係　☎ 22‐1866　熊毛支庁建設課技術調整係　☎ 22‐1866

建築場所 建築物の種類・規模等 必要な手続き

都市計画
区域内

新築 全ての建築物

建築確認申請

増築・改築・移転 床面積が 10㎡を超えるもの

都市計画
区域外

①特殊建築物（※ 1）
用途に供する部分の床面積の合計が 200 ㎡を
超えるもの

②木造の建築物

次のいずれかに該当するもの
・3階建て以上
・延べ面積が 500㎡を超えるもの
・高さが 13ｍを超えるもの
・軒の高さが 9ｍを超えるもの

③木造以外の建築物
次のいずれかに該当するもの
・2階建て以上
・延べ面積が 200㎡を超えるもの

①～③に該当しない建築物 床面積が 10㎡を超えるもの 建築工事届

土砂災害特別警戒区域内（※ 2） 居室を有する建築物を建築する場合 建築確認申請

用途の変更（※ 3） 用途に供する部分の床面積の合計が 200 ㎡を
超えるもの 建築確認申請

（※ 1）学校・病院・集会場・旅館・共同住宅・倉庫・車庫など。事前に必ずご確認ください。

（※２）土砂災害特別警戒区域とは、土砂災害の恐れがある区域の中でも、特に建物が破壊され、住民に大

きな被害の生じる恐れのある区域として県が指定した区域。

（※ 3）変更後の建物の用途、面積により、手続きの要否が異なります。事前に必ずご確認ください。

市政の窓2024..9 月号



⑩

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ
～国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入
者の皆様へ～
１．医療費は加害者が負担
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷
病による医療費は、原則として加害者が負担すべ
きものです。被保険者証を使って医療機関を受診
する場合、国保や後期高齢者医療制度が負担した
医療費を、後で加害者に請求しますので、以下の
ような事例で受診する場合は、必ず下記問合せ先
まで届け出をしてください。
＜第三者行為の対象となる事例＞
・交通事故で怪我をしたとき
・他人のペットに咬まれて怪我をしたとき
・暴力や傷害行為を受け怪我をしたとき
・ゴルフボールをぶつけられたとき
・飲食店で食べたものが原因で食中毒になったとき
※仕事中（通勤含む）の傷病については、国保・
後期高齢者医療制度での診療は受けられませんの
で、勤め先の労災保険等を使用して診療を受けて
ください。
２．届け出る前に示談をすると？
　示談の取り決めが優先されて、国保・後期高齢
者医療制度から加害者に請求できない場合があり
ます。必ず示談の前に届け出を行ってください。
３．届け出に必要なもの
　国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療
被保険者証、印鑑、交通事故証明書（交通事故の
場合、自動車安全運転センターで申請、取得する
ことができます）、示談書（示談済みの場合）

交通事故・暴力行為等にあったら、必ず届け出を
お願いします

■届け出・問合せ先
　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22-9022（直通）

防空壕にご注意ください！
　防空壕の中は、崩落の危険や一酸化炭素中毒になるなどの危険があり、平成17年には県内でも中学生
が 4人犠牲となる事故が発生しています。
　防空壕については、本市においても安全対策を行っていますが、まだ確認されていない箇所がある可
能性もあります。
　防空壕が子どもたちの遊び場にならないように地域で見守り、お気づきの際は注意するなどの呼びか
けへご協力をお願いします。
　また、お近くに危険な防空壕がある場合は、情報提供をお願いします。

■問合せ先 市役所建設課都市計画係　☎ 22-1118

■問合せ先
鹿児島県司法書士会　☎ 099-248-8270
鹿児島県土地家屋調査士会　☎ 099-203-0088
南九州税理士会鹿児島県連合会　☎ 099-204-4080

司法書士・土地家屋調査士・税理士による
「無料法律・登記・税務相談所」開設
　鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士
会及び南九州税理士会鹿児島県連合会では、10月
1日の「法の日」にちなんだ記念事業として、下
記のとおり「無料法律・登記・税務相談所」を開
設します。
【日時】10月 5日（土）午前 10時～午後 4時
【場所】市民会館
【相談内容】
①土地建物の登記に関する事項
②土地の地積、分筆、測量、境界に関する事項
③会社の登記に関する事項
④所得税、贈与税、相続税、その他税務一般に関
する事項
⑤遺言等
⑥成年後見手続き
⑦裁判手続きや裁判所に提出する書類の相談等
⑧消費者金融問題、架空請求問題
⑨供託に関する事項
など、さまざまなご相談に対応しますので、ぜひ
お気軽にご利用ください。
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市
長
独
言
№ 89
…
包
丁
人
の
雷

　

夏
休
み
、
西
之
表
港
も
種
子
島
空
港
も
家
族
連
れ
や
観
光
客
ら
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
千
座
の
岩
屋
（
ち
く
ら
の
い
わ
や
）、
プ
ー
ル
、
浦
田
海
水
浴
場
な
ど
、

島
内
各
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
市
や
町
を
あ
げ
て
の
祭
り
、
地
域

独
自
の
祭
り
が
め
じ
ろ
お
し
で
、
コ
ロ
ナ
や
台
風
の
影
響
で
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
行

事
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
我
が
家
で
も
関
東
、
関
西
、
九
州
に
住
む
子
と
孫
た
ち
が
続
々

と
来
島
し
ま
し
た
。
顔
ぶ
れ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
一
夜
、
外
食
に
出
ま
し
た
。
腕
き
き
の
板

前
さ
ん
夫
婦
が
営
む
名
店
の
細
長
い
座
敷
。
14
人
対
面
一
列
の
テ
ー
ブ
ル
に
、
島
の
魚
の

造
り
と
牛
肉
た
っ
ぷ
り
の
す
き
焼
き
鍋
を
は
じ
め
数
々
の
料

理
に
箸
を
添
え
、
豪
華
に
並
ん
で
い
ま
す
。
一
同
感
激
し
て

立
っ
た
ま
ま
眺
め
て
い
る
と
、
真
っ
先
に
小
学
３
年
生
が
、

ア
カ
ナ
（
バ
ラ
フ
エ
ダ
イ
）
の
頭
が
存
在
感
を
示
す
刺
身
皿

の
前
で
「
僕
は
こ
こ
が
い
い
」
と
座
り
込
ん
だ
の
を
機
に
、

「
じ
ゃ
あ
、
◯
△
は
こ
こ
」「
×
□
は
…
」
と
大
騒
ぎ
。
大
人

と
子
ど
も
を
分
け
た
用
意
の
座
席
エ
リ
ア
が
崩
れ
、
親
た
ち

は
ど
う
し
た
も
の
か
、
思
案
投
げ
首
の
体
で
す
。
そ
こ
へ
、

店
の
包
丁
人
か
ら
雷
が
落
ち
た
の
で
す
。

　

曰
く
、
鍋
は
火
が
危
な
い
の
で
子
ど
も
か
ら
離
し
た
。
刺

身
の
大
皿
は
大
人
が
手
を
伸
ば
せ
る
範
囲
に
置
い
て
あ
る
。

子
ど
も
用
に
は
魚
と
肉
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
た
。
座

席
を
変
え
る
と
、
や
れ
、
取
り
皿
を
く
れ
と
か
勝
手
な
こ
と

を
言
い
出
す
。
近
頃
の
子
ど
も
は
走
り
回
っ
て
他
の
お
客
さ
ん
の
迷
惑
だ
が
、
今
の
親
は

や
め
さ
せ
な
い
。
だ
か
ら
本
当
は
、
子
ど
も
連
れ
は
入
れ
た
く
な
い
。
席
は
、
こ
ち
ら
で

考
え
た
通
り
に
座
っ
て
下
さ
い
。

　

公
共
の
場
で
の
マ
ナ
ー
、
し
つ
け
に
わ
た
る
店
主
の
注
意
は
歯
切
れ
よ
く
、
座
の
混
乱

が
一
気
に
収
束
し
ま
し
た
。「
よ
く
言
っ
て
下
さ
っ
た
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ

と
沸
き
上
が
る
中
で
、
大
変
お
い
し
く
、
満
腹
、
満
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、市
民
の
皆
さ
ん
も
、そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
ふ
れ
あ
い
と
体
験
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、

勝
手
に
想
像
し
て
い
ま
す
。

【材料】（4人分）
ナス…2本
パプリカ（赤）…1個
パプリカ（黄）…1個
ズッキーニ…1本
しょうが…適量
水…500㏄
サラダ油…大さじ１
ごま油…大さじ１

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① ナスは縦に２つに切ってから３等分にする。パプリカは幅 7～ 8㎜の千切りに、ズッキーニは輪切り
　にする。
② 水 500㏄にサラダ油とごま油を入れて火にかける。沸騰したら①の野菜を入れ、中火で 4～ 5分煮て
　ザルに上げ水気を切る。
③ あんの材料を鍋に入れ火にかけ、よく混ぜながらとろみをつけグリンピースを入れる。（市販のめんつ
　ゆを使っても良い）
④ 器に野菜を盛り付け、③のあんをかけ、最後に線切りにしたしょうがをあしらう。

「夏野菜のあんかけ」「夏野菜のあんかけ」
第208 弾第 208 弾

※あん
だし汁…2カップ
濃口醤油…大さじ 2
みりん…大さじ２
砂糖…小さじ２
片栗粉…大さじ２
グリンピース…1カップ

［

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

下西校区城ノ浜ふるさと夏まつりの舞台
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◆東海西之表会 ～５年ぶりの開催～
　７月７日（日）、名古屋市「アイリス愛知」
において、東海地区出郷者の会「東海西之
表会」総会が開催されました。約 70名が
出席し、お互いの近況報告や思い出話に花
を咲かせました。
　また、大相撲名古屋場所を控えていた島
津海関も参加され、名古屋場所での活躍を
期待する声が多く聞かれました。 ▲第22回東海西之表会参加者の皆さん

　７月 14日（日）、東京都内で関東地区出郷者の
会「関東種子島会」が開催されました。関東各地か
ら 160 人を超える参加があり、歌あり・お楽しみ
抽選会ありの賑やかな総会・懇親会となりました。
　また、「教育資金に充ててほしい」ということで、
同会から種子島高等学校へ寄付金が贈られました。

◆関東種子島会 ～今年も盛大に開催～

出郷者団体に加入しませんか？
島外にお住まいのご親戚・ご友人にもぜひお声がけください

▲関東種子島会参加者全員で「ふるさと」を合唱

　鹿児島県は、7月 25日から 7月 31日を男女共同参画週間と定めており、本市も男女共同参画・ジェ
ンダー平等について共に考える機会を設けるため、7月 31日から 8月 9日にかけて市役所でポスターを
掲示しました。

◆男女共同参画について考えてみましょう

ジェンダー平等ってなんだろう？
　「ジェンダー平等」とは性別に関わらず、平等に責任や権利や機会を分かちあい、あらゆる物事を
一緒に決めてゆくことを意味しています。

男性と女性は身体のつくりは違っていても平等です。
　今の社会では男性の役割・女性の役割など、個人ではなく「性別」によって生き方や働き方が決められ
てしまうことがあります。そこで世界中で法律や制度を変えたり、教育やメディアを通じて意識を高める
活動を行うことで、社会的・文化的に作られた性別 (ジェンダー )を問い直し、全ての人の人権を尊重し、
責任を分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会づくりのため
の取組が行われています。
　また「女性だから」という理由で直面する壁を取り除き、自分の人生を自分で決めながら生きるための
力を身につける取組 ( エンパワーメント ) も行われています。「ジェンダーの平等と女性のエンパワ－メ
ント」は、SDGs でも重要なテーマで、また日本では「男女共同参画社会基本法」で21世紀の最重要課
題となっています。
←　次ページへ続きます
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■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111内線 214

　総務省が行った「令和 3年社会生活基本調査」によると、夫も妻も働いている「共働き世帯」でさえ、
家事関連に費やす時間は女性が男性の約５倍多いという結果となっています。家事や子育ての分担、行っ
ていますか？
　本市では、男女共同参画社会の形成に向けた取組を推進するため、「第４次西之表市男女共同参画基本
計画」（令和４年度～令和７年度）を策定しています。市のHPにも掲載していますので、是非ご覧ください。
　身の周りで、「女性だから」「男性だから」という理由で待遇に差がある制度や慣習、しきたりなどはあ
りませんか。
　もしあるなら、どうすればそれが解消できるでしょうか。家庭や地域、職場の人たちと話し合ってみま
せんか。
　性別にかかわりなく誰もが個性と能力を発揮することができる多様性に富んだ活気ある地域活動・地域
づくりを目指しましょう。

　本市では毎年「市民アンケー
ト」を行っていますが、その中
に 『「社会全体での男女の地位」
についてどう思うか？』という
質問項目を設定しています。
　令和６年の結果は右図のとお
りですが、どのように感じるで
しょうか。

◀市役所１階で「男女共同
参画・ジェンダー平等」に
ついて考えるためのポス
ター展示を実施しました。
（7/31～ 8/9）

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

極
真
空
手
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会

　

６
月
9
日
（
日
）、鹿
児
島
県
総
合
体
育
館
で
、

極
真
空
手
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
、
西
之
表
市
で
活
動
す
る
種
子
島
道
場
所

属
の
具
嶋
栄
さ
ん
が
、
体
重
無
差
別
級
シ
ニ
ア

上
級
組
手
の
部
で
見
事
優
勝
、
同
階
級
の
型
の

部
で
２
位
と
い
う
成
績
を
飾
り
、
２
０
２
４
年

国
際
親
善
空
手
道
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

具
嶋
さ
ん
は
「
旧
榕
城
中
学
校
の
武
道
館
や

市
民
体
育
館
で
、
種
子
島
道
場
に
所
属
し
て
い

る
他
競
技
の
選
手
た
ち
と
と
も
に
練
習
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
成
績
が
残
せ

た
の
も
、
競
技
に
関
わ
る
人
た
ち
の
人
柄
の
良

さ
な
ど
、
よ
い
環
境
で
練
習
が
で
き
て
い
る
お

か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

▲具嶋さん
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自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

『
自
立
支
援
協
議
会
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

『
自
立
支
援
協
議
会
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

障
害
者
な
ど
生
活
上
の
困
り
感
を
抱
え
た

方
々
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、

地
域
に
あ
る
様
々
な
事
業
所
が
情
報
を
共
有

し
、
必
要
に
応
じ
て
共
通
の
目
的
に
向
け
て

行
政
と
と
も
に
施
策
を
整
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

自
立
支
援
協
議
会
は
、
そ
の
中
核
的
な
役

割
を
担
う
組
織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
厚
生
労
働
省　

自
立
支
援
協
議
会
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
）。

　

種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会
の
中
核
的

な
メ
ン
バ
ー
は
島
内
各
障
害
相
談
支
援
事
業

所
の
相
談
支
援
専
門
員
や
各
市
町
の
福
祉
担

当
職
員
で
す
が
、
他
に
も
島
内
の
様
々
な
事

業
所
の
職
員
が
そ
の
時
々
の
目
標
に
応
じ
て

活
動
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

自
立
支
援
協
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
車

椅
子
の
ま
ま
安
全
に
高
速
船
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
配
慮
を
求
め
る
要
望
書
や
、
島

内
で
の
喀
痰
吸
引
講
習
会
開
催
を
求
め
る
要

望
書
を
行
政
に
提
出
し
て
き
た
他
、
障
害
を

抱
え
て
い
る
方
の
関
係
者
向
け
研
修
会
や
、

障
害
を
抱
え
て
い
る
人
の
暮
ら
し
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
映
画
の
上
映
会
な
ど
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
立
支
援
協
議
会
に
は
子
ど
も
部
会
、

く
ら
し
部
会
、
は
た
ら
く
部
会
、
相
談
支
援

部
会
、
権
利
擁
護
部
会
と
い
う
専
門
部
会
が

あ
り
、
部
会
毎
に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
こ
こ
に
こ
う
し

て
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
も
、
そ
う
い
っ
た
活
動
の
一
環
で
す
。

　

地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
で
の
暮
ら
し

に
困
り
感
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
や
、

そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
し
ょ
う
。
知
ら
な

け
れ
ば
何
も
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
知
る
こ

と
で
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
広
く
皆

様
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
方
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312

文
責
：
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　　
　

荒
木
潮
彦

■
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
8
‐
3
6
3
3

西 之 表 市 国 民 健 康 保 険西 之 表 市 国 民 健 康 保 険
鹿児島県後期高齢者医療制度鹿児島県後期高齢者医療制度
人間ドック人間ドックを受診される方は、市からを受診される方は、市から助成助成が受けられますが受けられます

に加入中のみなさまへに加入中のみなさまへ

<人間ドック　受診の流れ>

①医療機関に受診日を予約

対応医療機関は、

鹿児島厚生連病院
鹿児島県民総合保健センター
種子島医療センターなど、

複数機関あります。

②補助金を申請

市役所健康保険課窓
口で申請してくださ
い。
人間ドックの場合、
25,000 円の補助を
受けられます。
※脳ドック、PET検
診についても補助を
受けられます。

④健診結果を提出

　約１か月後、検査結果がご
自宅に届きます。その結果票
と受診券（A4 用紙・うぐい
す色）を持って、市役所健康
保険課にお越しください。
　保健師等による健康相談を
させていただきます。

③人間ドック受診

予約日に受診し
てください。

　西之表市では、生活習慣病や疾病の早期発見・健康増進を目的として、「１日・２日人間ドック」、　西之表市では、生活習慣病や疾病の早期発見・健康増進を目的として、「１日・２日人間ドック」、
「脳ドック」、「PET 検診」の受診者（受検者）に対し、助成を行っています。本制度を利用し、人間ドッ「脳ドック」、「PET 検診」の受診者（受検者）に対し、助成を行っています。本制度を利用し、人間ドッ
クを受けてみませんか？クを受けてみませんか？

※　施設利用日において、国保の方は加入期間が引き続き１年以上で２０※　施設利用日において、国保の方は加入期間が引き続き１年以上で２０
歳以上の被保険者、後期の方は被保険者全員が対象です。人間ドック受診歳以上の被保険者、後期の方は被保険者全員が対象です。人間ドック受診
者は、特定健診等受診者と見なすことができます。者は、特定健診等受診者と見なすことができます。

▶ ▶ ▶

※ 必ず事前に申請をお願いします。PET 検診は国保の方のみの助成となります。※ 必ず事前に申請をお願いします。PET 検診は国保の方のみの助成となります。
※ 人間ドック・脳ドック・PET 検診のいずれか、年度１回を限度とします。※ 人間ドック・脳ドック・PET 検診のいずれか、年度１回を限度とします。
※ 年度内に集団健診か個別健診を受ける方については助成ができません。※ 年度内に集団健診か個別健診を受ける方については助成ができません。

⑭市政の窓 2024.9 月号



№ 259

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ま
な
び
〜
」
ま
し
ょ
う
！

　

８
月
８
日
（
木
）、
第
３
回
ふ
る
さ
と
ま
な

び
〜
隊
を
実
施
し
、
市
内
の
小
学
６
年
生
11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、始
め
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危

険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
し
て
、
川
遊
び

を
す
る
上
で
の
注
意
点
を
学
び
、
立
山
校
区
・

早
稲
田
川
で
の
ダ
ク
マ
獲
り
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
西
京
ダ
ム
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
も

行
い
、
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
参
加
者
同

士
で
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
春
入
学
を
控
え
る
、
種
子
島
中
学

校
訪
問
に
お
い
て
は
、
校
長
先
生
か
ら
中
学
校

生
活
の
紹
介
が
あ
り
、
校
内
や
部
活
動
の
見
学

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
１
泊
２
日
の
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
活
動
中
に
日
向
灘
地
震
が
発
生

し
た
こ
と
で
、
急
遽
１
日
で
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
途
中
で
帰
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
け
ど
、
友
だ
ち
と

楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」「
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
は
、
10
月
５
日
（
土
）「
カ
ヌ
ー
・

い
か
だ
体
験
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
で
は
、
様
々

な
体
験
学
習
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
自

然
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢

で
交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係

や
規
範
意
識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
市
内
の
小
学
校
３
〜
６
年
生

で
す
。
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
で
一
緒

に
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑮ 市政の窓2024..9 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

会
員
登
録
の
つ
も
り
が
…

会
員
登
録
の
つ
も
り
が
…

　
　
　

別
サ
イ
ト
で
の
サ
ブ
ス
ク
契
約
に

　
　
　

別
サ
イ
ト
で
の
サ
ブ
ス
ク
契
約
に

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

◆
国
内
事
業
者
の
サ
イ
ト
の
利
用
時
に
表
示
さ
れ
た
「
ス
タ
ー
ト
」「
O
K
」
な

ど
の
ボ
タ
ン
表
示
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
等
を
入
力
し
た

と
こ
ろ
、
意
図
せ
ず
海
外
事
業
者
と
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
契
約
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
「
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
の
ボ
タ
ン
は
海
外
事
業
者
の
広
告
で
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ン
等
で
勘
違
い
さ
せ
、
消
費
者
に
認
識
さ
せ
な
い
ま
ま
サ
ブ
ス
ク
契
約
に
誘
導

し
て
い
ま
す
。

◆
「
ス
タ
ー
ト
」
等
の
表
示
が
、
自
身
の
登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
サ
イ
ト
の

手
続
き
ボ
タ
ン
な
の
か
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
枠
の

端
に
小
さ
い
「
×
」
印
等
が
あ
れ
ば
広
告
で
す
。

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
請
求
は
こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
安
な
と
き
は
、
お
住
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。
海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
越
境
消
費
セ
ン
タ
ー
（http

s://w
w
w
.ccj.

kokusen.go.jp
）
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
事
例
》

　

フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
新
規
登
録
を
し
よ
う
と
「
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
ボ
タ
ン
を

押
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
の
入
力
を
完
了
し
た
。
す
る
と
身
に

覚
え
の
な
い
海
外
事
業
者
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
「
視

聴
期
間
は
５
日
間
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
な
け
れ
ば
月
額
７
５
０
０
円
が
カ
ー
ド

か
ら
支
払
わ
れ
る
」
と
表
示
さ
れ
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。（
60
歳
代
）

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！
　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第 1号被保険者
（※）が出産をされた際、産前産後期間の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。
※…20歳以上 60歳未満の自営業者・農林漁業者とその家族、学生、無職の人
●国民年金の保険料免除の仕組み

保険料負担 年金受給額
国民年金納付者

※現在まで全額納付の方 納付納付 国庫負担分国庫負担分 保険料分保険料分

現在の免除制度
（全額免除の場合） 免除免除 国庫負担分国庫負担分 なしなし

産前産後期間の
免除制度 免除免除 国庫負担分国庫負担分 保険料分保険料分

・産前産後期間の免除制度は、
「保険料免除された期間」も保
険料を納付したものとして老齢
基礎年金の受給額に反映されま
す。（国民年金の保険料免除は
全額免除の場合、将来の給付額
は全額納付時と比べ 2分の 1と
なります）

〇届出をしないと免除になりません
・出産予定日の 6か月前から届出ができ、手続きには書類が必要です。
・平成 31年 2月 1日以降の出産であれば、出産後の届出はいつでも可能です。
・届出先は市役所健康保険課窓口または郵送でも手続きできます。詳しくは、日本年金機構ホーム
ページをご覧ください。

〇保険料納付が免除される期間
・出産予定日または、出産日が属する月の前月から 4か月間の国民年金保険料が
免除されます。
・多胎妊娠（2人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出
産日が属する月の 3か月前から最大 6か月間の国民年金保険料が免除されます。
＊出産とは、妊娠 85日（4か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産
された方を含む）

⑯市政の窓 2024.9 月号



宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
７
月
26
日
時
点
）

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
49
号
機

打
上
げ
予
定

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
49
号
機
は
、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
上
げ
予
定

で
す
。

○
打
上
げ
予
定
日
時

　

９
月
11
日
（
水
）

13
時
00
分
〜
15
時
00
分

　
（
日
本
標
準
時
）

○
打
上
げ
予
備
期
間

９
月
12
日（
木
）〜
10
月
31
日（
木
）

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

情
報
を
発
信
中

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
ロ
ケ
ッ
ト

打
上
げ
情
報
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
や
セ
ン
タ
ー
内
の
作
業

に
か
か
わ
る
情
報
な
ど
を
随
時
発

信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

だ
い
ち
４
号(

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

４)

の

運
用
状
況

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

２
０
２
４
年
７
月
１
日(

月)

に
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
に
て
打
ち
上
げ

ら
れ
た
「
先
進
レ
ー
ダ
衛
星
だ
い
ち

４
号(

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

４)

」
は
、
予

定
し
て
い
た
太
陽
電
池
パ
ド
ル
、
お

よ
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
機
器(

Ｌ
バ
ン
ド

合
成
開
口
レ
ー
ダ
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｒ-

３
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
３)

の
ア
ン
テ

ナ
展
開
を
含
め
た
一
連
の
作
業
が
完

了
し
、
軌
道
上
で
衛
星
を
安
定
し
て

維
持
で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
７
月
末
現
在
、「
だ

い
ち
４
号
」
は
初
期
機
能
確
認
運
用

期
間
へ
移
行
し
て
お
り
、
約
３
ヶ
月

間
を
か
け
、
衛
星
全
体
及
び
観
測
セ

ン
サ
等
の
搭
載
機
器
の
機
能
確
認
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。「
だ
い
ち

４
号
」
の
運
用
状
況
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
サ
テ
ラ
イ
ト
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

▲ JAXA
「サテナビ」

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　9月 15 日（日）～ 9月 21 日（土）は「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」
　鹿児島県では、平成30年度に認知症の正しい理解の更なる普及啓発や認知症高齢者等にやさしい地
域づくりを推進するため、世界アルツハイマーデーである 9月 21日を含む日曜日から土曜日までの一
週間を「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」として設定しています。
　だれでも自分や家族が認知症になる可能性があります。西之表市は、一人ひとりが認知症の「身近な
理解者」「見守りの担い手」として、認知症の障害を補いながら、さりげなく、自然に支援できる地域
づくりに取り組んでいます。この機会に認知症について考える時間を持ちませんか。

9 月 21 日（土）世界アルツハイマーデーには9月 21 日（土）世界アルツハイマーデーには
　　　　　　　　　　　　　　　市民会館に出かけよう！　　　　　　　　　　　　　　　市民会館に出かけよう！
○認知症に関する市民からのメッセージ展示会 13：00 ～ 17：00○認知症に関する市民からのメッセージ展示会 13：00 ～ 17：00
○映画上映『オレンジ・ランプ』　13：30 ～ 15：10○映画上映『オレンジ・ランプ』　13：30 ～ 15：10
　　～若年性認知症と診断された丹野智文さんの実話の物語～　　～若年性認知症と診断された丹野智文さんの実話の物語～
○もの忘れ相談会　　15：00 ～ 17：00○もの忘れ相談会　　15：00 ～ 17：00
　　場所：市民会館　１階・ホール　　場所：市民会館　１階・ホール

⑰ 市政の窓2024..9 月号
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将
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扶
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美
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小
木
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汐し
お
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女

順
一

愛
美

愛
知
県

山
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千ち

か嘉

女

輝
彦

か
ず
み

上
石
寺

永
田　

陽あ
き
と士

男

陽
亮

あ
や
か

池
野

桧
物　

暖
ひ
な
た

女

茂
樹

美
夏

榕
城
中
目

戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
６
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

深
田　

裕
子

深
川

深
田　

勇

松
角　

茂

池
田

松
角　

勝

上
妻　

正
博

南
種
子
町

上
妻　

博
之

磯
邉　

好
春

形
之
山

磯
邉　

ヨ
シ
子

日
髙　

直
己

小
牧
野

日
髙　

道
直

平
瀬　

和
博

川
迎

平
瀬　

祐
二

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い

ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
８
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
８
月
15
日
受
付
分
）

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
８
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

荒
河　

勝
男

80

上
之
原
町

河
野　

ト
チ
子

93

下
郷

石
川　

博

86

桜
園

山
口　

昭
夫

76

国
上
中
目

阿
多　

昭
子

94

桜
園

鎌
倉　

節
子

82

浜
脇

清
木
場　

透

95

住
吉
中
之
町

長
野　

幸
男

98

寺
之
門

片
平　

博
之

60

鴨
女
町

南　

光
広

60

上
能
野

山
口　

ア
キ

99

大
野

有
川　

シ
ズ
子

86

鴨
女
町

鎌
田　

恭
子

65

松
畠

西
村　

大
智　
　
　

川
迎

　
　

＆

安
藤　

千
尋　
　
　

川
迎

　

防
災
ラ
ジ
オ
の

放
送
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す▲配信履歴一覧

はこちらから

▲市ホームページからは
　こちらのバナーが目印（黄色）

西之表市防災情報システム

防災ラジオ配信履歴一覧

平
見　

愛
子

91

美
浜
町

脇
田　

ミ
ワ
子

89

田
之
脇

鎌
田　

明

91

峯

石
村　

弘
子

90

池
之
久
保

松
下　

末
次

85

上
之
原
町

横
川　

恒
子

76

武
部

山
口　

正
美

95

上
石
寺

江
口　

高
秀

66

塰
泊

山
下　

千
里

78

浜
之
町

川
野　

晴
美

78

松
畠

平
原　

征
人

86

大
崎

福
元　

ア
サ
子

83

城

荒
河　

金
男

84

湊

竹
之
内　

正
生

83

中
種
子
町

白
尾　

の
り
子

67

松
畠
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ラ
ジ
オ
か
ら
昭
和
の
唄
が
流
れ
き
て
つ
い
口
ず
さ
む
昭
和
の
乙
女

稔
り
田
に
雀
の
群
は
舞
い
お
り
て
稲
穂
の
上
は
食
卓
が
わ
り

神
戸
よ
り
吾
を
訪
ふ
谷
口
く
ん
涙
に
じ
ま
せ
三さ

ん
し
ん線

を
弾
き
語
る

ネ
ッ
ト
友
病
み
し
身
体
で
来
島
す
背
に
廻
さ
れ
し
手
力
入
ら
ず

桜
探
し
古
城
に
来
て
は
想
い
馳
せ
ふ
る
き
縁
と
栄
華
を
偲
ぶ

満
開
の
し
だ
れ
桜
が
風
と
遊
び
あ
ち
ら
に
ふ
わ
り
こ
ち
ら
に
そ
よ
り

友
よ
り
の
入
院
し
た
と
電
話
あ
り
案
じ
な
が
ら
も
種し

ま
子
島
の
身
な
ら
ば

食
費
ゼ
ロ
一
人
暮
ら
し
の
晩
ご
飯
散
歩
道
々
竹
の
子
ゲ
ッ
ト

子
供
達
に
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
送
ら
ん
と
三
年
伸
ば
し
髪
を
切
る
孫

は
ら
か
ら
は
真
夏
の
銀
河
に
輝
き
て
迷
わ
ず
母
に
会
え
た
だ
ろ
う
か

循
環
器
整
形
と
忙
し
な
き
通
院
そ
れ
も
ま
た
我
が
世
を
生
き
る
術す

べ

か
と

旗
出
せ
と
通
訳
つ
れ
て
米
兵
の
佐
世
保
の
夜
や
終
戦
の
日

狂
お
し
く
静
け
さ
破
る
蝉
の
声
暑
さ
厳
し
く
耐
え
難
き
朝

電
話
先
遠
き
貴
女
の
声
近
し

囀さ
え
ずり

は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
り
雨
後
の
朝

海
原
の
彼
方
に
仰
ぐ
夕
日
か
な

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

鹿
児
島
市
・
下
村　

タ
ミ
子

中
西
・
新
藤　

富
美
惠

下
能
野
・
髙
𣘺　

香
代
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

ミ
ユ
キ

南
種
子
町
・
立
石　

洋
子

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
福
元　

ヤ
ヱ
子

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

鴨
女
町
・
臼
元　

義
信

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
き
ひ
と

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　2件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　119件
うち急病　73件

7月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   4 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   4 人

8月 10日現在
（R6年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,527 3,852 7,379 3,996
上西 230 232 462 267
下西 1,069 1,008 2,077 1,205
国上 437 468 905 533
伊関 174 188 362 216
安納 162 173 335 190
現和 514 542 1,056 621
安城 142 126 268 158
立山 47 40 87 51
中割 33 30 63 45
古田 162 184 346 191
住吉 362 426 788 466

［校区別］

［人口］
全体 14,128 人（－ 29）
男性 6,859 人（－ 14）
女性 7,269 人（－ 15）
［世帯数］
7,939 世帯（－18）
（　）内の数字は前月比

7月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【7月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 89 68 1,378 229
葉茎菜
　　類 527 56 2,827 427

果菜類 1,846 5871 1,344 347
その他 4,500 1,355 1,942 436
小 計 6,962 2,066 7,491 1,439

果
物
類

かん
きつ類 0 0 684 229

果瓜類 1,301 328 178 20
その他 294 204 280 88
小 計 1,595 532 1,142 337

鳥 卵・　　
加 工 品 等 74 18 536 181

花　類 10,836
本 517 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
18トン

9トン
（50％）

9トン
（50％）

取引額
509万円

313万円
（61％）

196万円
（39％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《9月の休み》
1日・4日・8日・11日・15日・16日・
18日・22日・25日・29日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

9 月 当番スタンド

1日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

8日 ㈱有馬石油店（西町）

15日 ㈱三栄石油商会（天神町）

22日 種子島石油㈱（鴨女町）

29日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

『支えるあなた』も『支えるあなた』も
　　 　自分らしい人生を。　　 　自分らしい人生を。
『支えるあなた』も
　　 　自分らしい人生を。
ご家族の認知症でお困りではありませんか？
ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。
認知症疾患医療センター認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771
認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771

（医）純青会 せいざん病院
TEL 0997-28-3331

⑲ 市政の窓2024..9 月号
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日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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Ｐ
か
ら
続
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。


